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2009 年  11 月  13 日  

熊野の旅 日本の漁師町  

 明後日、見学に行く「紀伊長島」は漁師町のイメージが強いところです。 
 結構大きな町ですから、全部が漁師で発展したのではないでしょうが、「天然の良

港」と言うやつに恵まれ、近代に入って漁船が大型化してからも漁業で生きられたと

ころだから、「漁師町」の雰囲気が強いのでしょうね。 

 
 この「紀伊長島」だけでなく、ほぼ日本中の「漁師町」は良く似た雰囲気を持って

います。 
 網元の家を除くと小さな家がひしめき合って建っています。 
 岬の影にある小さな漁村だと平地が無いので、重なり合うように山に上に向かって

密集している… 
 家が密集しているように、近所同士の生活も密着しあっていて、町中が一家と言う

感じですね。 
 農家と違って、命まで共にしなければならない海での仕事ですからそうなるのでし

ょうね。 
 大昔から、収入は安定しないけど小作百姓と比べて収入が少ない物でもなかったの

でしょうけどね。 
 陸の上の財産とかに対する感覚が土地に生きる百姓とは少し違うのかもしれませ

ん。 

 
 紀伊半島は平野が無いので「田園地帯」なんて雰囲気のところは殆んど在りません。 
 「海賊」と「山賊」の故郷みたいなところですからね。 
 熊野市でも、木本町の「親地町」、それから先は入り江ごとに「大泊」「磯崎」「新

鹿」「遊木」「二木島」「甫母」と漁師町が並んでいます。 
 親地町と大泊、新鹿は平地の漁師町ですが、他は山に張り付いた漁師町です。 
 風当たりの強い海辺の町ですから、家の立ちは低く軒も低い物が多いですね。 
 私が製材業をやっているときに漁場の家の用材を納めたことがあります。 
 田舎の百姓家で平屋の場合、今風の家でも普通どおり１丈（3ｍ）の柱で、大きな

平屋だと 2 間 4ｍの柱になります。 
 漁場に家になると、「1 丈の柱は要らないから、9 尺にして安くならないか？」と言

われました。 
 漁場ばかりに納材するのなら 9 尺の柱材を用意しますが、ほとんど需要が無いので

1 丈で納材しましたが、1 尺長くて普通どおりの天井の高さ、家の高さが確保出来る

10 尺の柱を納めても、全部 9 尺に切って低い家を建てますね。 
 最近になってようやくその風習から抜け出してきたようですけどね。 

  
 このようは慣習が、町の景観を作り、守ってきたのでしょうね。 
 ややこしい設計図なんて無いままで家は建てられてきましたからね。 
 家の構造が一緒だから、家に入れば聞かなくても台所の場所や便所の場所は分かる

し、場合によっては財布の置き場所まで分かる物です。 



 何しろ昔の漁場や町場の家は一戸建てとは言え、せいぜい三部屋ですからね。今の

団地とそんなに差は無いのです。 
 団地と違うのは、今でも近所と一緒に生活していることですね。 
 昔のように、同じ網元の下で同じ船に乗って働くのではなくなっているのですが、

お年寄りたちは昔ながらに「町内は一家」みたいに暮らしています。 
 「独居老人」でもあまり寂しくないのではないでしょうかね？ 

 
 子育ての時には狭かった家も、一人になれば、丁度良い広さでしょうし… 
 ちょっと暗いですが、快適な隠居住まいなのかもしれません。 
 天気の良い日には通りに椅子を持ち出してのんびり話し込むなんて… 
 いつまで、この古き良き日本の田舎が残されるのでしょうね？ 

 

Tags:熊野市 昭和 木本町               by je2luz | 2009-11-13 12:40 

 

 

 

 

2009 年  11 月  14 日  

熊野の旅 熊野灘  フェリー ありあけ  

 昨日は熊野市の名前が随分テレビで流れました。 
 全国版で全部の放送局から「熊野市」などといわれるのは久しぶりですね。 
 世界遺産指定のときは広域の話題なので、はんの片隅にしかならない熊野市の名前

はついでみたいな物でしたし… 
 近年では子供の虐待の時くらいでしょうか？ 
 昔には猟銃事件なんてので賑わせた事もありますけどね。 
 だいたい、名前が出てくるときはろくなことではありません。 

 
 昨日のフェリー「あけぼの」は久々の難破船です。 



 少し前には、熊野市沖で事故から火事になった船もありますが、これは難破ではな

いですしね。 
 二十年ほど前になりますか、居眠り運転で紀宝町の浜に真っ直ぐ上陸してきた貨物

船がありましたね。 

 
 ここの海は『熊野灘』です。 
 七里御浜の部分などは弓なりに引っ込んでいるし、潮岬から大王崎を結ぶ線の内側

になり、黒潮本流から少し離れて静かな方です。 
 熊野市の辺りでは、大型船は水平線の辺りを航行します。 

 
 熊野灘は『灘』なのです。 
 「サンズイヘン」に「ムズカシイ」と言う字が使われるところです。 
 古くは「神武天皇」の軍勢が難破して二木島に上陸したとか言われます。 
 村長とか代官所とかに記録が残されるようになってからも、日本国内の船はもちろ

ん、中国の船だとか南蛮船だとかが難破した記録があちこちに残っています。 
 近代になって有名なのは「トルコの軍艦」でしょうね。救助に尽力した串本へは今

でも使節団が来るとか… 
 御浜町の浜辺近くでは、「ビキニ環礁」の水爆実験で被爆した「第五福竜丸」のエ

ンジンを移植していた「第三千代川丸」と言う船が難破し、近年引き上げられて話題

になったこともあります。 
 全国あちこちにある『灘』は同じように、船乗りにとっては恐ろしいところなので

す。 
 天気の良い時、陸から眺める「熊野灘」は広々として綺麗な海なのですけどね。 
 そんなときでも、大きな「サンフラワー」がこの沖からしばらくは揺れましたから

ね。 

 
 最近は「熊野灘」と言うのはカラオケでも余りかからないでしょうが、場所の名前

としてもあまり使われないようですね。 
 範囲もあいまいな言葉ですからニュースなどでも使いにくいのでしょうかね。 
 「熊野灘」「枯木灘」「遠州灘」「播磨灘」「日向灘」「玄界灘」「鹿島灘」・・・日本



中、「灘」だらけですね。 

 
 今回は人の被害はありませんでしたから、ましな方なのでしょうね。 
 ただ… 
 これから出てくるのが漁業被害です。 
 海は広いですが、このすぐ傍の、「えび網」とか「大敷」は場所を移すことも出来

ないのです。 
 大敷などは海図に位置も記載される障害物だけにわずかなズレでも叱られる位で

すからね。 
 どれ位の汚染がいつまで残るのやら… 
Tags:熊野市 七里御浜 昭和    熊野灘       by je2luz | 2009-11-14 12:34 

 

 

 

 

2009 年  11 月  15 日  

熊野の旅 紀伊長島へ行ってきます  

 極力、文化活動には関わらないようにしてきたのですが… 

 
 何年か前、まだ北川正恭さんが三重県知事で、「熊野古道」を世界遺産にしようと

頑張っていた頃… 
 週末になると、三重交通のバスが道の駅に入ってきて… 
 紀州藩ではない、天領伊勢・藤堂藩・桑名藩など三重県の各地から、熊野古道歩き

の人が休憩に降りてきました。 
 それまで、百年も眠っていた「熊野古道・伊勢道」が無理やりたたき起こされた時

代でしたが、私などは不思議な物を見るような目で見ていました。 

 
 三重・和歌山・奈良三県の知事の集まるサミットも開催され、動員したにしろ見学

者の実績も作ったし… 
 思惑通り、「世界文化遺産・紀伊山地の霊場とその参詣道」が誕生したのです。 

 
 それから５年余り… 
 今も、「世界遺産関連事業」は一杯行われています。 
 先日も書いたように、この１５日には「熊野倶楽部」で、イベントがあることにな

っているのですが、片方では県主催？の行事で、紀伊長島？？今は紀北町紀伊長島

区？？の旧市街を見学に行くツアーがあるのだそうです。 
 参加者不足と言うことでしょうか？ 
 私に参加しろとのことなので、生まれて初めてそんなものに参加します。 
 バスツアーなんて、学生の写真部以来でしょうかね？ 

 
 紀伊長島の旧市街、旧４２号線、旧街道は中々良い町なんですが、昭和４０年ごろ



までは運転手泣かせだったのです。 
 この道を走って東京へ行ったなんて、私より若い人では殆んど居ないのでしょうね。 

 
 と、言うことで、カメラを担いで出かけます。 
 南牟婁郡群からも乗客が居るらしいです。 
朝８時などと言う早い出発になります。 
お昼の弁当も付いて保険までか掛けてくれるのにお安いお値段です。 
 でも、若い人は居ないとか聞いています。 
 その面では余り楽しみは無いのですが、車の置き場所に困る紀伊長島の旧市街の写

真を撮るには丁度良いでしょう。 

 
 雨続きの中で、１５日だけが晴れだそうです。 
 やはり、私の日ごろの行いが良いからでしょうね。 
 まあ、とにかく行ってきます。 

 
 カメラを運びに行くようなスタイルは毎度のことですが、自家用車で無いので大き

なカメラは持って行けませんね。 
 フィルムとデジタルのαシリーズとレンズ群、ストロボ…ブローニーは軽いやつを

一台にしなくては… 
 二眼レフで腰を据えればよいのですけどそうも行かないでしょうかね。 

 
 帰ってきたら、２・３日はこれでネタができるでしょう。 

  

 

紀伊長島駅       by je2luz | 2009-11-15 08:00 



2009 年  11 月  16 日  

熊野の旅 北牟婁・紀伊長島へ  

 三重県北牟婁郡、今では「一郡一町」になっています。 
 県などの思惑では「平成の大合併」で消滅するはずだったのですが、尾鷲市との合

併がならず、紀伊長島町と海山町が合併して『紀北町』が出来ただけにとどまりまし

た。 

  
 紀伊長島は熊野の地の端っこ、伊勢の国との国境です。 
 深く切れ込んだ湾の奥にあり、天然の良港と言う事で古くから漁業と海運で栄えた

ところです。 
 今でも、紀伊勝浦、尾鷲に並んで、紀州では指折りの漁師町です。 
 近代に入って、紀勢東線の建設が進んでくると、東線側の機関区・保線区の基地な

どが置かれ、駅の作られた「東長島」は国鉄の町としても栄えました。 
 さほど大きな物でなくても、職員の官舎が立ち並んで安定した収入のある国鉄マン

が町を支えていたのです。 
 もともとの長島の漁師町と、「赤羽川」を挟んだ東灘島とでは町の感じが随分違っ

た物です。 

 
 ５０年前の『紀勢線全通』と「ジーゼル化」によって、紀伊長島駅の様子が様変わ

りしました。 
 列車の編成替えは、新宮駅や亀山に移ってしまい、水の補給などのいらない「ジー

ゼル機関車」は長島から国鉄職員の姿を消してゆきました。 
 国鉄城下町の部分が「国替え」で消えたわけです。 
 「保線区の基地」も国鉄民営化、合理化で大きく縮小されていったようですしね。 
 いまでも紀勢線のＪＲ東海側の保線基地はここにある感じですけどね。 

 

 



 

 そして、紀伊長島の町は元もとの漁場の町が主役になりました。 
 町全体が漁師町、そして、その漁師を相手の商売人の店がひしめいていたのが昔の

「長島」だったのです。 
 私は３０年程前には随分この町にもやってきました。 
 道は狭いし、人とは多いし… 
 人も声は大きいし… 
 賑やか極まりない町でした。 
 でも、その頃でも、すでにさびれて来た言われた物です。 

 
 国道４２号線が改良され、狭い長島から出て行って、少し山のほうをバイパスして、

町は静かに、そして安全になりました。 
 でも、何処の町でも起こるように、お店の一部はその国道に移って行きました。 
 狭い町中より広くて駐車場もあり、明るくて新しい店がぽつぽつと国道沿いに出来

ました。 
 そして、スーパーマーケットの時代へ… 

 
 この流れが生まれていても、まだまだ町中が元気だった頃に比べ、久々に訪れた「長

島の街」はびっくりするほど変わっていました。 
 それも、写真にある、表通り、旧国道のメインストリートが一番変わっていました。 
 一種、廃墟の町的な感じで、見受けたところでは一割ほどが空き地になり、残った

お店の建物も半数以上が廃業しているようです。 



 
 そうでしょう… 
 ３０年前に働き盛りだった５０歳は８０歳に…若造の３０歳代でも 60 代になって

いるわけですからね。 
 それでも、漁場の街でお金も動く所だったからでしょう、つい近年まで、廃業せず

に頑張っていたと言う証があちこちに見られる店舗跡が並んでいます。 
 もっと早く、町の中心が移って行って、商店街をあきらめた木本町の本町商店街と

は雰囲気が随分違います。 
 熊野古道歩きに来て木本の町を歩いた人の殆んどが、「本町」が立派な商店街だっ

たなんて気づく人は殆んど居ないでしょうからね、 
 長島の商店街は、住宅街に変身する隙も無く時代に押しつぶされたようです。 

 
 これが、長島のメインストリートの現状ですが、観光客向きには、裏通りに立派な

資源が残っています。 
 そちらは明日にでも紹介します。 

 
Tags:熊野古道 世界遺産 紀勢東線             by je2luz | 2009-11-16 10:42  

 

 

 

 

2009 年  11 月  17 日  

熊野の旅 紀伊長島は…  1 漁場の人  

 紀伊長島と言えばまず浮かぶのは、「漁業の町」と言うことでしょう。 
 港、船着場、魚市場そして漁師町・・・「長島地区」とその向かいの「中ノ島地区」

はまさにそれで街が出来上がっているところです、 
、 天然物、養殖物を含めたくさんの水揚げを誇る漁港です。 
 しかし、統計では取扱貨物の総トン数は砂利や石材の方が多いということになって

います。 
 船の出入りはこの五年間だと横ばい状態だということです。 
 遠洋漁業の基地としては、冷凍施設や加工工場、そして、消費地への距離、知名度

などで全国的にどんどん集約化が進んでいるので、紀伊半島の漁港などはみんな苦労

している物と思います。 
 都会の人から見れば、鵜殿・木本・磯崎・遊木・二木島・三木里・九鬼・尾鷲・引

本・錦・長島などと言うより、焼津・清水・銚子などというほうが、有名でおいしい

魚のイメージが湧くのですからね。 
 紀州の材木が吉野に運ばれ、「吉野材」に化けるのより、境目のない、まして遠い

海の魚なら高く売れるブランドのところに集まってゆくのは仕方ないともいえます。 
 それでも長島などは頑張っている方だと思われます。 



 

 
 深い入り江にはたくさんの漁船が係留されていて、あちこちで漁師さんが日向ぼっ

こしたり、漁具の手入れをしています。 
 漁村なら何処でも見られる光景です。 
 そして、何処の漁港でも共通しているのは、こうした漁師の人や、まちの人が人懐

っこいことです。 
 『兄さん、どこからきたんかな』 
 『危ないで！落ちんといての…』 
 などと声を掛けてくれることも多いし、忙しくない時には声を掛ければ色々と地元

の事を教えてくれますね。 
 公式のパンフレットにはない面白い部分のことも出てきますからね。 

 
 この日は団体行動でしたから、自分の気に入ったところで座り込むわけにも行かな

いので、まさに立ち話程度で終わりましたが、この漁師さんたちも膝を付いて写真を

撮っている私に…『兄さん。そこ濡れとるで…こっちからとらんし…』と、声を掛け



てくれました。 
 下の写真を撮っているときでした。 
 だから、次のカットは上の漁師さんの写真になっています。 
 時間があれば３０年４０年前の長島の話が聞けるのですけどね。 
 お百姓さんよりは漁師さんの方が大体において話がしよいです。 
 一見閉鎖的に見える漁師町ですが、そんな一面もありますからね。 

 
 東京の人は仕方ないですが、他の土地から来た人は普段の言葉で話す方が、通じさ

えすれば向こうも気楽になってくれますよ。 
 余所行きの標準語は不自然で、「上品ぶって見える」事もありますから、べちゃん

と座り込んで話し込むには向きません。 
 向こうも疲れますからね。 
 こんな時、私は出来る限り「木本弁」「飛鳥弁」「紀州言葉」の混じった話し方を心

がけます。 
 そして… 
 「兄さん、熊野の方かいな？」とか言わせたら、それだけで随分打ち解けますから

ね。 
 せっかくその土地に行ったのなら、少しは地の人の話も聞かなくては損ですよ。 
 「鶴瓶」のように家の中まで上がりこまなくて良いですけどね。 

 
 それから… 
 こんな場面で「二眼レフ」を首から掛けていると、おじいさんの年代の方は興味を

示してくることが多いです。 
 ７０歳以上の人だと、若い頃に二眼レフを使った記憶があるからです。 
 「俺も持っていたなあ…」とかね。 
 ちっちゃなデジタルカメラでは嫌がる写真も、大きなカメラなた撮らせてくれるし、

二眼レフならアップも撮らせてくれるものです。 
 おばあちゃんにはあまり通じない、「二眼レフの魔法」ですね。 
 この日も、二眼レフも持っていて、背中のザックの中に入っていたのです首から掛

かっていませんでした。  それでも、二台のカメラを使っていたので、向こうから

…「昔は上から覗くので撮ったもんじゃが…」と言い出しましたからね。 
 ほんの少し時間があったら、取り出して覗かせてあげると、若い頃を思い出して喜

ぶのですけどね。 
 やっぱり、団体行動では思うように写真も撮れないし、話も聞けません。 
 フォーラムの話は聞けましたけどね。 

 
 旅は一人に限ります。 
 いやいや… 
 話が聞けなくても、写真が撮れなくても… 
 二人の方が楽しいでしょうね。 

 
Tags:熊野古道 世界遺産 クラシックカメラ         by je2luz | 2009-11-17 13:10 



2009 年  11 月  18 日  

熊野の旅 紀伊長島は…２ 観光資源はここの人  

 紀伊長島町長島地区は典型的な漁師町とその商店街と言う作りです。 
 こうした街を見慣れた人だと歩き回ってもさほど新しい発見はないかもしれませ

んが、今流の街に住んでいる人から見ると、別の世界のような物かもしれません。 
 表通りこそ車が通れる広さですが、人々が生活しているのは、『路地』です。 
 紀伊長島ではそうした道を、『あい』と呼んでいるようです。 
 「隘路」のあいか「間」のあいか…どっちにしても、「狭い」ということでしょう。

木本では「迫・せこ」と呼ぶのと同じでしょうね。 
 木本の「せこ」は裏道的なものが多く、そこに向いて住んでいる家は少ないです。 
 しかし、長島では「あい」は立派な道です。そこに向かって生活している家が多い

のです。 
 建築基準法なんてのを引っ張り出したら、建て替えも何も出来ない屋敷と言うこと

になります。 

 
 ワイドレンズを使っていますからすんなり収まっていますが、普通のレンズでは収

まりにくいほどの路地ですが、これは広いほうです。 
 立ち並ぶ家も、表に面した玄関や窓などはアルミサッシに換えられてしまって、絵

としては収まりが悪くなってしまいましたが、ひしめき合うように立っている家は古

いままです。 
 そして、中の構造は木本などと同じで、土間の通路が裏まで通っていて、前と後に

しか窓もない造りです。日本の古い街はすべてこんな物ですね。 



 
 明るい外から入ったときの家の中は左の写真のような物です。 
 目が慣れてきても、右の写真のようには見えませんが、こんな風な作りが共通した

物です。 
 この家の方は、「かまんで…家の中も写さんせ…」といってくれました。 
 昨日も書きましたが、こうした人たちが「紀伊長島」の一番大きな『観光資源』か

も知れません。 
 でも、ぞろぞろ観光客がうろついて、無断で人の家にまで踏み込んできたら… 
 そうした観光客の悪いマナーで壊してしまった観光地もたくさんありますからね。 
 こうした、町並みは、普通の生活の場であることを忘れたら、残るのは「迷惑」だ

けです。 
 だって、こうしたところでも、観光客は一円の金も落としませんからね。 
 町中にちょいと入れる食堂があるわけでもなし、喫茶店もない事はないですが、今

の人は喫茶店で休むなんて習慣はないですしね。 

 
 「食堂をやったら…」とか「土産物屋を…」などと、気楽に言いますが、慈善事業

ではないのでそんな店は成り立ちませんしね。 



 この街を維持するには、本業の漁業が生き延びることが最低条件でしょう。 
 にしても… 
 この式の家は、若い者にとっては住みにくいんですよね。 

 
 長島の良いところはこうした道々です。 
 かといって、そこにあるのは人々の生活です。 映画のセットではありません。 
 「通らせてもらう」、「見させてもらう」…という気持ちが観光客の側に無ければ、

せっかくの長島の人の人懐っこさが消えてしまうかもしれません。 
 観光資源だけど、「観光地」にしてしまってはいけない場所でしょうね。 

 
Tags:熊野古道 世界遺産 紀勢東線            by je2luz | 2009-11-18 11:36  

 

 

 

 

 

 

2009 年  11 月  19 日  

熊野の旅 紀伊長島は…３ 神社仏閣  

 紀伊長島は路地裏ばかりではありません。 
 古くからの町ですから、神社仏閣にもいいものがあります。 
 普通の観光ガイドではそちらの方を取り上げてあるでしょう。 
 街の構造上、そうしたものは岬のように突き出してきている山のすそに並んでいま

す。旧国道沿いを歩けば自然にその前を通ることになります。 

 
 



 
  長島の鎮守様なのでしょうね。 
 『長島神社』です。 
 神社の前は広い広場になっていて普段は駐車場になっています。 
 お祭りのときはここが人で埋め尽くされる…された？…のでしょうね。 
 ここには樹齢８００年とやらの楠があります。 
 楠は大きくなりよいし、明治以降は国によって「樟脳専売」の対象となり、例え自

分の山の楠でも切ってはいけないという制限もありましたので、南紀では大木が多い

のです。 
 しかし、この神社の物は誰でも見られる町中の神社の入り口にあります。 
 それに、その姿が、いかにも「古木」と言う風格があるので、見る人を感心させる

でしょう。 
 三重県の天然記念物指定を受けているようです。 

 
 神社の境内も夏場などは横の谷川とうっそうとした森で、おそらく、訪れた人がほ

っとする空間のはずです。 
 でも、先を急ぐ観光客は入り口の『楠』を見たら、石段を上がって参拝するという

こともなしで次に向かうことが多いのでしょうね。 

 

 少し町の中心に向かうと、曹洞宗の『佛光寺』と言うお寺があります。 
 写真のように立派な鐘楼を持つお寺で、狭い屋敷しかない町では別格の大きなお寺

です。 



 本堂は講堂風の物です。 
 正式には、大嶋山 佛光寺 本尊 釈迦牟尼仏 開基 傑山宗英居士 建立 寛永四年 

と言うお寺です。 

 
 こちらは、浄土真宗のお寺で、「長楽寺」というところです。 
 このお寺も、ほんの少し歩くだけで着きます。 …と言うより…長島は広くないの

です。 
 このお寺も、近年再建したらしい立派な鐘楼があり、長島の人々の信仰心の厚さを

物語っています。 
 今の時代、在来の宗教では中々こうした浄財も集まりませんからね。 
 ここのお寺の庭にある紅梅は中々の物だとか… 

 
 こうした大きな神社仏閣のほかにも、「庚申さま」だとか言った小さな祠もありま

すし、そちらに興味のある方は見て回るのも良いでしょう。 
 何しろ、紀伊長島町は広いですが、その中の「長島地区」だけなら端から端まで歩

くだけなら１０分ほどですから… 
 長島を見るなら、急がないことでしょう。 
 私か今回、フォーラムみたいな物への参加で、団体だったので随分急がされました

けどね。 

 
Tags:熊野古道 世界遺産 昭和           by je2luz | 2009-11-19 12:02 



2009 年  11 月  20 日  

熊野の旅 紀伊長島は…４ 食い物は？  

 紀伊長島にはオランダばりのはハネ橋があります。 
 向かい側にある「中ノ島」とを結ぶ橋で、奥深い湾の縁を回らなくて良いように歩

行者のための橋を町の真ん中同士で結ぶように作った物です。 
 海面からの高さを稼ぐのが大変なので、小さな伝真船以外の船が通るとき以外は橋

の真ん中を開閉するようにしてあります。 

 

 最初のは、板張りの橋で、本当に跳ね上がるようにしてあったのですが、老朽化と

台風で駄目になり、架け替えが二度ほど行われ、今では大きな橋で中央部分が水平に

巻き上げられて船を通すようにになっています。 
 でかいですが、湾の入り口と奥には立派な道があるので車は通れないようにしてあ

ります。 
 何でこんなに立派な物を？？？という、公共事業の典型と言う規格の物です。 
 しかし、歩行者にとっては無いと不便な生活道路です。 

 
 見ていると、結構渡る人が居て、熊野市の石畳の道、「本町筋」より多そうでした。 
 「中ノ島地区」はそんなに大きな町ではないですが、典型的な漁師町の作りですか

ら、ぶらりと歩くのも良いところです。 
 今回は時間が無いので歩けませんでしたけどね。 

 
 紀伊長島は漁業の町ですから、鮮魚の他に水産加工品の生産も行われています。 
 水揚げ高とか、市場との近さ、知名度などどれをとっても「銚子」「焼津」などの

足元にも及びませんが、地方ならではの手作り的な製品もあります。 
 今回は「又吉屋商店」と言う町中の練り製品製造業者さんの見学が組み込まれてい

ましたが、手作りの「てんぷら」が作られていました。 
 この業種も、一時期は全国あちこちであったものですが、今では減ってしまって、

スーパーで売っている『平天」とか『ちくわ』しか口に入らなくなりましたね。 
 私が子供の頃には、熊野の国道４２号線、熊野市駅に曲がる信号の辺りに、「てん



ぷら工場」があって、平天などを作っていた物です。 
 戦後、ブームになった時期がありましたからね。 
 「魚肉ソーセージ」と共に、水産品を蛋白源として食卓に運んだ功労者なのですが、

いつの間にか脇役に追いやられていますね。 

 
 こんな物や水揚げされて魚などを口にしようにも、最早、長島の町中には食堂など

が殆んどなくなっているようです。 
 今流のお店は国道の方とかにありますから、町を散策していて、大衆食堂やうどん

屋を見つけて、ちょいと入ってみようという訳には行かなくなっています。   

 

 こんな寿司屋のちょうちんがありましたが、営業時間とかは分かりません。 
 開いていれば、紀伊長島のことですから、客の魚に対する口が肥えていますから、

おいしいものが出てくるでしょうね。 

 
 長島の観光は、ガイドブックのスポットを探してあくせくと歩くのではなく、ぶら

りぶらりと町を歩き、その間にお寺や神社も見てくる方が楽しいでしょうね。 
 立派なお寺と神社ですが、今のように旅行客が全国の町を訪ね歩くようになったの

では、それぞれが「すごい」かといえば、そんなものは殆んどのところにありません

からね。 
 寺なら奈良・京都・大本山などに勝てないし、神社とて鎮守様は伊勢や出雲に勝て

ませんからね。 
 町と一体としてみて初めて良さが分かるはずなのですが… 
 こんな風な観光ガイドでは受けないでしょうね。 
 でも、同じ日本国内ですから、走り回ってもそんなに変わったものはないですよ。 
 少し、余裕を持って田舎を見るのも良いかもしれませんよ。 

 
Tags:昭和 熊野の味 世界遺産             by je2luz | 2009-11-20 12:02  

 

 

 



2009 年  11 月  21 日  

熊野の旅 冬近し 熊野の海と山  

 南の国、牟婁の地にも冬はやってきつつあります。 
 北国ほど厳しい冬になるわけではないのですが、南の人間にとってはちゃんと寒く

感じるのです。 
 綺麗な紅葉が無いままで何となく茶色っぽくなってゆく山々ですが、ところどころ

には黄色や赤の模様が入ります。 

 

 海のほうでは、夜になるとサンマを捕る「ぼけ・棒受け網」のいさり火が見られま

す。 
 あまり目に触れる事はないのですが、磯の近くでは「刺し網」でイセエビ漁をする

船も出ています。 
 写真は鬼ヶ城です。 
 夜中の海で、磯のすぐ傍で船を操っています。 
 ほんの少し油断すれば岩場に叩きつけられる場所で頑張っていました。 
 こうした操業をしている船を見ることも殆んどないですし、取れた「イセエビ」に

お目にかかることもほとんど無いですね。 
 冬の味覚なんですけどね。 
 子供の頃の結婚式の折り詰めなどには、必ず「イセエビ」が入っていたものなので

すが、最近では海老といっても輸入品の小さな物に化けていますね。 
 語彙の少ない英語でも、でかいのと小さいのは分けているようですね。 
 「ロブスター」と「シュリンプ」… 
 違いますよねえ… 

 
 山のほうでは、明後日２３日には熊野の山奥、「育生町」で「どぶろく祭り」があ

ります。 



 秋祭りの最後でしょうね。 
 他の秋祭りは、刈り入れが終わって、収穫に感謝する祭りですが、この育生町『大

森神社』のものは、取れた米で『どぶろく』を仕込んで神様に献上し、みんなで祝う

ものですから、その分、少し遅くなっているようです。 

 
 一山越えれば行けるのですが、今まで一度もお参りしたことがありません。 
 今年はちょっと覗いてこようかな…と、思っています。 
 酒飲みじゃないし、車ですから、「どぶろく」を飲むわけには行きませんけどね。 
 焼き物の湯飲み茶碗か紙コップを買えば後は飲み放題だそうです。 
 天気も明日の日曜日は雨になりそうですが、勤労感謝の日は回復しそうです。 
 予定通り出掛けたら、報告します。 
 取り立てて予約の必要も無いようですから、今から思い立っても大丈夫ですよ。 
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